
主⾷⽤⽶＋α（⾼収益作物）により所得向上へ（特産品を⾼付加価値化した事例）
特産品（エゴマ等）のブランド確⽴と販路拡⼤による所得アップ

【地区名】 三島町地区（福島県三島町）
【現 況】

地
区
概
要

・⼈⼝減少や⾼齢化の進⾏により、地域で受け継がれてい
た農産物の⽣産技術や加⼯技術等が失われつつある。

・所得確保に向けて、地域の⾃然特性を活かした⾼収益作
物の導⼊や未利⽤資源の活⽤、ブランド化が必要。

調
査
・
検
討
・
実
践

① 消費動向調査の実施
福祉施設等の介護⾷の提供に
関する志向（価格、品質等）
を調査

② モデルケースの構築

令和６年度の農産物（⽶、エゴマ等）の販売額は11,845千円となっており、現況値の8,592千円から販売額
が⼤幅に増加（37.9％増）している。

取組の成果

中⼭間地域所得確保推進事業

【令和２年度補正】

③ ＥＣサイトを活⽤した販売

⽔稲を中⼼に付加価値を付け
られる品⽬の検討を進め、地
域のモデルケースとなる事例
を構築

ＥＣサイトを活⽤した取引の
拡⼤や分析に基づいた取組に
より販路を拡⼤

①消費者動向調査の結果

②主要作物である⽔稲の作付状況 ③ＥＣサイトのトップページ

実績値(R6)⽬標値(R6)現況値(R2)

11,845千円9,451千円8,592千円


